
　　市長定例記者会見の概要（令和元年第4回市議会定例会ほか）　
11月26日、14:00～、201会議室
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 令和元年第4回市議会定例会(11月29日に召集)について概要説明を行いました。
 続いて下記項目を発表。

立川シティハーフマラソン2020の開催について（スポーツ振興課）

立川シアタープロジェクト 子どもとおとながいっしょに楽しむ舞台vol.4『イーハトーヴ童話集～ケンジのネコとトモダ
チに～』、関連企画「あちこちシアター」「子ども未来エンゲキ部」について（地域文化課）

KEIRINグランプリ2019シリーズ及び開設68周年記念競輪の開催について（事業課）



定例記者会見発表資料 

令和元年 11 月 26 日（火） 

立川市総合政策部広報課 

発 表 項 目 立川シティハーフマラソン２０２０の開催について 

【概要】 

９回目となります立川シティハーフマラソンを、令和２年３月８日（日）に開 

催いたします。陸上自衛隊立川駐屯地の滑走路をスタートし、国営昭和記念公園 

内をフィニュッシュとするハーフマラソン、同公園内みんなの原っぱ周辺で行わ 

れる３㎞、及び約 1.4 ㎞の親子ペアレースで構成されています。 

今大会から、参加者からの要望が多い「完走証」の当日発行を行うとともに、 

新たにトークイベントを行います。トークゲストには、来年の東京 2020 オリンピ

ック競技大会の男子マラソンに出場が内定している、富士通株式会社陸上競技部所

属の中村匠吾選手と、中村選手の恩師である駒澤大学陸上競技部監督の大八木弘明

氏をお招きします。オリンピックに向け、中村選手への激励を、会場の参加者と応

援者などが一体となって行います。 

  マラソンの申込は、11 月 30 日（土）までとなっています（インターネット）。 

【事業費】 

  立川市負担金 8,000 千円（平成 31 年度予算） 

【実施日】 

  令和２年３月８日（日） ハーフマラソンのスタート時間 午前９時 30 分 

【ＰＲポイント】

立川シティハーフマラソンは、第 23 回日本学生ハーフマラソン選手権大会と 

併催しているため、大学生のトップレベルの選手と一般のランナーが走れる貴重 

な機会となっています。また、ニューカレドニア・モービル国際マラソンとも姉 

妹提携しています。 

なお、中村匠吾選手は第 16 回日本学生ハーフマラソン（平成 25 年<2013 年>） 

で優勝（1時間 02 分 41 秒）し、同年、ロシアのカザンで開催された夏季ユニバ 

 ーシアードのハーフマラソンで決勝第３位で銅メダルを獲得しています。 

※今議会で関係する議案・報告委員会：厚生産業委員会  

添 付 資 料 
有 無 

問い合わせ先 
産業文化スポーツ部 スポーツ振興課長 高木 健一 

電話：５２３－２１１１（内線）４４１０ 









定例記者会見発表資料 

令和元年 11 月 26 日（火） 

立川市総合政策部広報課 

発 表 項 目 

立川シアタープロジェクト 子どもとおとながいっしょに楽しむ舞

台 vol.4『イーハトーヴ童話集～ケンジのネコとトモダチに～』、関

連企画「あちこちシアター」「子ども未来エンゲキ部」について 

【概要】 

2016 年よりはじまった、立川市、立川市地域文化振興財団、たちかわ創造舎（企画・運営：NPO 法

人アートネットワーク・ジャパン）による「立川シアタープロジェクト」は、立川市内での質の

高い演劇作品・演劇空間の創造と発信、世界にはばたく人材の育成を目指した活動を行っていま

す。 

この立川シアタープロジェクトによる主催公演「子どもとおとながいっしょに楽しむ舞台」の 4

作目として、初めて日本の児童文学を原作にします。小学校の国語の教科書でもおなじみの宮沢

賢治の童話をいくつか選んで一つの演劇作品にし、12月 21，22 日に、たましん RISURU ホール・

大ホールで上演します。 

また、昨年からスタートした 2 つの関連企画も継続し、年間を通して市民の方々に演劇、劇場に

親しむ機会を提供しています。 

たましん RISURU ホールの様々な場所で上演する「あちこちシアター」は、上演時間 30 分、ホー

ルではなく普段馴染みのある場所で上演し、観劇を身近なものにすることで、ファミリー層を中

心に幅広い年齢層の方々に楽しんでいただいています。すでに 7月、10 月に上演、来年 3月 7日

に 6回目を開催します。 

二つ目は「子ども未来エンゲキ部」。観るだけでなく演じてみたいというお子さんの声に応えるべ

く、小学 3 年生から中学生を対象に、来年 3 月に 5 回にわたって演劇ワークショップを開催し、

その成果を発表します。立川シアタープロジェクトの全企画の演出、脚本を担当する倉迫康史と

出演俳優・平佐喜子が講師を務めます。 

【事業費（案）】 

・別添予算書の通り 

【事業期間 or開始時期】 

『イーハトーヴ童話集～ケンジのネコとトモダチに～』開催日時 

2019 年 12 月 21 日(土)11：00/16:00 開演，22 日(日)14:00 開演 

「あちこちシアター」vol.6 開催日程 

2020 年 3月 2日(土)11：00 開演 会場：たましん RISURU ホール大ホール・ホワイエ 

＊vol.4 は 2019 年 7 月 7日(日)に展示室で、 vol.5 は 10 月 5 日(土)に 1階ロビーで開催しまし



 

た。 

「子ども未来エンゲキ部」開催日程 

2020 年 3月 1日、8日、15 日、22 日、29 日の日曜日（全 5回）各日 13:30～16:00 

【ＰＲポイント】 

・年間を通して継続的に演劇、劇場に親しむ機会を創出することで、都心に赴かずとも上質な文

化体験が可能となり、立川市はもちろん、多摩エリア全体の文化向上へとつなげることができる。 

・多摩地域の交通の中心である立川にある、たましん RISURU ホール、子ども未来センターを拠点

とすることで、他の多摩エリアの住民もアクセスしやすく、多くの人々の参加・交流が期待でき、

立川市の活性化にもつなげることができる。 

・いずれの企画も入場料、参加費を低価格に設定していることから、立川市が若い世帯にとって

文化・芸術に親しみやすい、住みやすい環境であることを知ってもらう機会も担っている。 

 

※今議会で関係する議案・報告委員会：無 

添 付 資 料 有       無 

問い合わせ先 

立川シアタープロジェクト実行委員会（たちかわ創造舎） 

電話：042‐595‐6347 

 

産業文化スポーツ部 地域文化課長 比留間 幸広 

電話：５２３－２１１１（内線）4500 



■立川シアタープロジェクト／2019年度予算

企画名 予算額 備考

子どもとおとながいっしょに楽しむ舞台vol.4
『イーハトーヴ童話集～ケンジのネコとトモダチに
～』

4,900,000円 3回公演

関連企画
「あちこちシアター」

310,000円 3回公演

関連企画
「子ども未来エンゲキ部」

180,000円 ワークショップ5回実施











定例記者会見発表資料 

令和元年 11 月 26 日（火） 

立川市総合政策部広報課 

発 表 項 目 
KEIRIN グランプリ 2019 シリーズ及び開設 68 周年記念競輪の開催

について 

【概要】 

 立川競輪発祥のレース「KEIRIN グランプリ 2019」が 12 月 30 日（月）に、立川競

輪場で開催。 2019 年に特別競輪（GI）を制した選手と賞金上位者９名で、１着賞金

１億 340 万円を争う競輪界最高峰のレース。 

 また、年初恒例の開設記念競輪、鳳凰賞典レースが、１月４日（土）から７日（火）

まで開催。トップレーサが迫力あるレースを繰り広げます。 

【事業費（案）】 

グランプリシリーズ売上目標額 120 億円（３日間合計） 

開設記念競輪売上目標額 70 億円（４日間合計） 

【事業期間 or開始時期】 

KEIRIN グランプリ 2019 シリーズ 令和元年 12 月 28 日から 30 日まで 

開設 68 周年記念競輪鳳凰賞典レース  令和２年１月４日から７日まで 

【ＰＲポイント】

 1985 年に第１回グランプリを立川競輪場で開催。前回 2016 年の開催から３年ぶり

に立川競輪場で開催。東京 2020 オリンピック競技大会開催前のレースで、トラック

競技のメダル候補となる選手も出場予定。 

 グランプリの熱がさめやらぬうちに年初は記念競輪開催と、立川競輪場での熱い戦

いが続きます。 

※今議会で関係する議案・報告委員会：総務委員会

添 付 資 料 有 無 

問い合わせ先 
公営競技事業部事業課長 中村 達也 

電話：５２４－１１２１（直通） 
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